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植物の香 りとその化学構造
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Synopsis

 Essential oils obtained from leaves, trunks, stalks, roots, and natural resins of plants, are the source of 

characteristic odours and consisted of terpenes, aromatic alcohols, aldehydes, ketones, esters, and so on. 

These compounds are present in cells of plant tissues and are mostly stored as glycosides. As 

occasion demands, these are discharged as odour in the atmosphere by the function of enzymes. In 

this manuscript, we have briefly reviewed some studies on odours, focussing on the plant odours and 

their chemical structures.

1.は じめ に

植 物 の香 りの言葉 に花 の にお い を連 想す る

人 が多 いか も しれ ないが,植 物香気 の多 くは

葉 や幹,茎,根,天 然樹脂 な どか ら得 られ る

揮発性 の油,す なわ ち精 油(essentialoil)と 呼

ばれ る物 質が そ の源 で ある。精油 は一般 に水

よ り軽 く,テ ルペ ン類 また は芳香族 の アル コ

ール
,ア ルデ ヒ ドお よびケ トン,そ して各種

のエ ス テル な どが主 な成 分 であ る12)。これ ら

の化 合物 は,植 物 の組織細 胞 中 に配糖体鋤 と

して貯 蔵 されて お り,特 定条件下 で酵素 の働

きに よって,空 気 中 に香 りと して放 出 される。

亀 岡著Dの"エ ッセ ン シ ャル オイ ル の化学"

の一節 に 「精 油化 学 は,化 学,農 芸化学,薬

学 とい う三 つの大 きな山の麓 の谷 間 を地道 に

歩 んで いる学問 であ り,三 つ の山の合流 した

尾根 を頂上 をめ ざ して登 ってい る華や かな も

の では ない。精 油 は,そ の谷 間 を流れ ている

清 らか な水 の よ うな もの であ る。」 と記 して

い る。地 道 な学 問で はあ るが,一 部の企業 で

は,企 業 の命運 をか け て,香 りの化学構造 や

調合 技術 をシー ク レッ トに して製 品 を売 りも

の に して い るこ とか ら見 て,と て も繊細 な学

問 と言 うこ と もで きるで あ ろう。本小 文で は,

植 物 の香 りにつ い て概 説 し,分 析 法 な らびに

用途 につい て簡単 に紹介す る。

2.香 りの概説

にお いは,生 活 に深 くとけ込 んで い る。 人

類 だけで な く,動 物 や植物,し い ては地球環

境 に まで影 響 を及 ぼす重 要 な物 質で あ る。最

近,芳 香 療 法(ア ロ マ テ ラ ピ ー,

aromatherapy)に 対 す る関心 が 高 ま り,芳 香

性物 質 を用 い た病気 の治療 法が 注 目され る よ

うに な り,精 油 の存在 価値 が新 た な面か ら見

直 され てい る。 また,森 林 浴 に よる フ ィ トン

チ ッ ド(phytoncide)の 作用 も大気 中の揮発

性物 質(精 油)に よる と考 え られ脚 光 を浴 び

てい る。 フ ィ トンチ ッ ドとい う言葉 は,旧 ソ

連 の トー キ ン8)が,植 物 は体 か らい ろい ろ な

化学 物 質 を出 し自分 の体 を細菌 や外 敵 か ら守

って い る と考 え,使 っ たのが 始 ま りで あ る。

フ ィ トン とは 「植物 」,チ ッ ドは 「殺 す」 を

意味 す る。森 や林 の植物 はテルペ ン類,ア ル
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Fig.1.Structuresofmenthols.

コール類,ア ルデヒ ド類 などの化学物質を空

気中に出 しているが,特 定の病気 を治す とい

う概念 はない。 しか し,細 菌類 を殺 した り,

繁殖 を抑 えた りする効果のために,森 の空気

は都会の空気 よりも病原菌が少 ないと考え ら

れている。 したがって,森 林浴 をす ると植物

の出す化学物質による殺菌効果 と同時に,香

気成分による心の安 らぎが得 られ,気 分が爽

やかになる9)。

2.1香 料のはじまり

5000年 前,人 類が神に生 け賛 を捧げる際に,

その異様 な臭い を消すため,松 や杉 などの芳

香 を発する植物 と一緒に焚いた といわれてお

り,こ の香ば しいにおいが植物性香料の始ま

りとして生活 に取 り入れ られて きた。古代エ

ジプ トやインド,日 本で も,仏 教の伝来以来,

宗教儀式その他に多 くの香(薫 香)を 用いた

ようである。その後,香 料 は神へ の捧 げ物 と

しての風習か ら,衣 服 に香 をたきこんだ り,

身体 に芳香 をつけるための香水 として,文 化

が進むにつれさらに一般化 し,使 用量 も増加

した。 また,香 料は人の食生活の中に も取 り

入れられるようになった。例 えば,香 りの良

い葉ゆな どで肉や魚 を包 むと腐敗 しに くくな

ると同時 に食べやす くなる。このような利用

法 をさらに進め ると香辛料 の利用 につなが

り,防 臭効果や防腐効果の両方の点で料理 に

多用 されるようになった。一般 に香辛料の多

neomenthol(3)neoisomenthol(4)

くは,植 物の種子,花,つ ぼみ,果 実,茎,

葉,根,樹 皮な どを乾燥 したもので,そ れぞ

れ特有の刺激性のある香気 と風味 を示す。香

辛料に含まれるこの刺激成分は,殺 菌力があ

るこ とか ら食 品 を保存 す るのに も役立つ。

また,香 料や刺激成分の中には抗酸化作用 を

有するもの もあ り,食 品の酸化抑制剤 として

も機能 していることが最近わかってきた9)。

2・21に おい と化 学構 造1}

一般 ににおい と化 学構 造 を系 統づ け るこ と

はで きない。化学構 造 の類似 した ものが著 し

く異 な るにおい を示 す もの もあれ ば,逆 に化

学構造 が異 な って いて も同 じ系 統 の におい を

示す もの もある。 また,立 体異性 体 では,に

お いが異 なる場 合 もあ る。例 えば,メ ン トー

ル類 は,ア ルキル基 と水 酸 基 の方向 に よって

香気 が異 な る12)(Fig.1)。(一)一 メ ン トール(1)

はす っ き りした清 涼感 を示 すハ ッカ様 であ る

の に対 し,イ ソメ ン トー ル(2)は やや甘 い

木様 を示 し,ネ オ メ ン トール(3)お よびネ

オ イソメ ン トー ル(4)は カ ビ臭 を示 す。 な

お,(+)体 はいず れ も清 涼 感 が弱 い。 また光

学異性体 の差 につ いて,Friedmanら13)は,光

学 活性 の カルボ ンか ら(+)一,(一)一リモ ネ ン(5)

を合成 し,前 者 はオ レンジ油 の香 気 を示すが,

後者 は石油臭 い化学薬 品臭 を示 す こ とを報告

してい る(Fig.2)。 幾何異性 体 で は,青 葉 ア

ルコール な どの新鮮 な グ リー ン香 気成分 につ
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Fig.2.Structureoflimonene.

いて広 く研 究が行 われてい る。 一般 に天然 の

グ リー ン香気 成分 には シス体が 多 く,香 気 も

シス体 の方 が トラ ンス体 よ りも優 れ てい る。

しか し,バ ラの にお いのゲ ラニオールや ス ミ

レ香 気 の ヨノ ンな どの ように トラ ンス体 の方

が優 れ た もの もあ る。例 えば,第 一級 のヘ キ

セノ ール類 の異性 体[(2Z)一,(2E)一,(3Z)一,3(E

)一,(4z)一,(4E)一,5一ヘ キセ ノール(Fig.3)1で は,

シス体 と トラ ンス体 に顕著 な差が あ る。 シス

体 は鋭 い グ リー ン香 気 で好 まれ,ト ラ ンス体

は脂肪 臭 を帯 び て い る と報 告 されて い る14・。

香気 が最 も良い の は青葉 アル コール と呼 ばれ

る シスー3一ヘ キセ ノール でli.i6),植物 に広 く存

在 す る。な お,シ ス体 と トランス体 の香 気差

は4一ヘ キセ ノー ルが最大で あ り,2一 ヘキセ ノ

ールは最小 で ある と報告 されてい る。

したが って,植 物 な どか ら精油 を集 める こ と

は困難で あ るこ とが 多い 。集 めた精油 をガス

クロマ トグ ラフ ィー(GC)な らび にGC/M

S(GCとMS(質 量 分析 計)を 直結 した分

析 計)で 分析 し,含 まれ てい る化 合物 を明確

にす る。以 下 に最 も一般 的 に精油 を集 め る方

法 をい くつ か掲 げ る。

(1)水 蒸 気蒸 留法

最 も簡便 な方法 で,水 蒸気 に よって精 油 を

得 る。 この方 法 は,熱 に よって におい成分 が

変 質 しない もの に適用 される。

(2)抽 出法

熱 に よって にお いが変 質 す る成分 を含 む も

の には,こ の抽 出法が 適用 され る。

a.揮 発性 溶媒 に よる抽 出

一般 に花 精 油の抽 出に用 い られ る
。溶媒 に

は石 油工 一 テル,ペ ン タ ン,ヘ キサ ン,エ ー

テル,ジ クロ ロメ タン,四 塩化 炭素,メ タノ

ール
,エ タノール な どが用 い られ る。

b.超 臨界抽 出

工 業的 に用 い られて いる方法 で,特 に溶媒

抽 出 な どで においが 変質 す る場合 に用 い られ

る。 また,ヘ ッ ドスペ ースの成分(揮 発 性 の

高い 成分 で分子 量が小 さい もの)に 有効 で あ

る。

(3)圧 搾 法

この方法 は,オ レンジな どの柑橘 類果 皮 か

ら精油 を得 るの に用 い られ る。

3香 料化合物の分析

においの成分は,酸 や熱によって変質する。

4香 料の分類 ・用途

香料の分類 には天然香料(精 油)と 単体香

CH20H

一
CH20H

▽ ＼ノ へCH2°H

(2Z)-hexenol (3Z)-hexeno[ (42)-hexenol

＼　へ!＼CH
、。H¥CH、 。H-CH,・HいCH、 ・H

(2E)-hexenoE (3E)-hexenoi (4E)-hexenol 5-hexenol

Fig.3.Structuresofhexenols.
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料がある。天然香料 は植物性香料(フ レーバ
ーを含 む)と 動物性香料 に分 けられ

,一 方,

単体香料は単離香料 と合成香料 に分 け られ

る。これらを調合することにより生活にあっ

た用途に使用 される。単体香料 は単独では個

性のあ るにおい にならない ことか ら一般 に

は,そ れぞれ を調合 して種々の用途に使用 さ

れている。その用途 には,香 粧品香料,食 品

香料(タ バ コを含 む),医 薬香料,農 薬香料,

家庭用香料,環 境 ・衛生用香料,飼 料用香料,

工業用香料,保 安用香料などに分け られる。

おわ りに

植物は,そ れぞれに特徴ある香気を発散 し

ているが,そ の香 りの元 となる主な ものは精

油成分であ り,構 成成分 の相違が香気の違い

に反映 される。1精 油の中に100種 以上 もの

化合物が存在することもある。 しか し,ほ と

んどの精油には,そ の香 りや味 を主導する1

ない し数種 の主成分があ り,多 くの副成分 も

また微妙 にその香 りや味 に関係 している。こ

れまで生活を豊か にするために香粧品香料や

食品香料な どが研究 されて きたが,香 料(フ

レーバ ー)の 研 究 もこれ までの域 を脱 して,

食品などに新 しい機能η)を持 たせる方向に興

味ある研究の展 開が期待 される。
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